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小中学生の子どもをもつ親の子育て不安の要因
─「子育てに関するアンケート」の調査結果から─
佐　藤　麻　衣※
本研究の目的は，小中学生をもつ親の抱える子育てに関する悩みや不安の実態を把握し，その
要因を探ること，および，十分な子育て経験や十分なソーシャル・サポートをもっており，子育
て不安が軽減されるに十分だと思われる条件を満たしながらも，実際には不安が軽減されていな
い人びとの特性を探ることの２点にある。
分析の結果明らかとなったのは，以下の通りである。
まず，母親の年齢や子どもの年齢が高くなれば，そして子ども数が多くなれば，子育て不安は
軽減されていく。しかし，母親と子どもとの年齢差が大きい場合や，母親がまだ若いのに子ども
が多い場合，子育てについて話のできる友人が少ない場合などには子育て不安は軽減されにくい。
ソーシャル・サポートとの関連においては，家族員に関しては，同居しているだけでは不安を
軽減するような効果を生まないものの，友人は「いる」だけでも子育て不安の軽減に役立つこと
が明らかとなった。
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１．本研究の目的
子どもを育てるという営みは，出産から子どもの独立まで続く長期的な営みであり，親はその
間さまざまな悩みや不安を抱えるものと想像される。しかし，子育て不安に関する学術的な調
査・研究に目を向けてみると，乳幼児期の子どもをもつ親の悩みや不安に注目した研究は数多く
あるものの，子どもの年齢が上がるにつれて，それらに着目する研究は少なくなっていく。しか
も，小学校入学後の子どもをもつ親に関する研究の多くは，障害児や不登校児を抱えた親の不安
や悩みに関する臨床心理学的な研究や医療看護学的研究，福祉学的研究によってその多くが占め
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られており１），就学後の子どもをもつ親の悩みや不安一般を多元的に理解しようという研究は数
少ない。そこで本研究においてはまず，小中学生をもつ親の抱える子育てに関する悩みや不安の
実態を把握する。そしてその上で，そうした悩みや不安の要因を探ることを第一の目的とする。
また，既存の研究成果によれば，子育てに関する悩みや不安は，親の子育て経験の蓄積や，子
育てに関するサポート・ネットワークの広さや多さなどによって軽減されると言われている。し
かし，ある程度経験が蓄積されていると思われる層であっても，あるいはサポートが少なくない
と思われる層であっても，依然として大きな悩みや不安を抱える人びとは存在する。そうした人
びとの悩みや不安の要因はどこにあるのだろうか。本研究では，子育て経験の蓄積やサポート・
ネットワークの多さによっては子育て不安が軽減しない層の不安の要因を探ることを第二の目的
とする。
２．調査の概要２）
（1）調 査 名：「子育てに関するアンケート」
（2）調査対象： 千葉市中央区内の小学２年生（全19校，計1,554人）の保護者 
および千葉市中央区内の中学２年生（全９校，計1,276人）の保護者
（3）調査時期：2013年７月５日～７月16日
（4）調査方法： 各学校に調査票を送付し，学級担任から児童・生徒へ，児童・生徒から保護者
へと手渡しをしてもらい，郵送で回収した。
（5）有効回収数（回収率）：765票（27.0％）
３．分析対象者の基本属性
本調査における回答者の性別を見てみると，男性が35人，女性が726人となっており，全体の
95％が女性であった。そのため，本稿においては男性を除いた726人を対象とし，分析をおこな
うこととした。本節では分析対象である女性726名の基本属性について述べる。
（1）年　齢
分析対象者の年齢は，「20代」1.9％，「30代前半」11.2％，「30代後半」32.5％，「40代前半」
36.5％，「40代後半」14.2％，「50代以上」3.7％であった。
（2）就業状況と就業時間
分析対象者の就業状況をみてみると，61.3％の人が現在何らかの仕事をしていた。週あたりの
就業時間数を直接記入するかたちで尋ねたところ，「24時間以下」は46.9％，「24.5～39時間」が
24.4％，「40～75時間」が28.7％となっていた３）（範囲：１～75，平均：28.1，中央値：25.0，最
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頻値40.0，標準偏差14.395）。
（3）子ども数と長子・末子の年齢段階
分析対象者の子ども数は，「１人」17.5％，「２人」57.7％，「３人」20.3％，「４人以上」4.6％
となっていた。また，子どもが複数いる家庭においては，子どもの年齢段階を複数回答で問う
質問から長子・末子の年齢段階を導き出した。その結果，長子は，「高校生以上」17.4％，「中学
生」23.0％，「小学生」59.6％となっており，末子は「３歳未満」11.2％，「３歳～小学入学前」
29.0％，「小学生」47.1％，「中学生」12.7％となった。
（4）配偶者との同別居と世帯構成
家族構成に目を向けてみると，配偶者と同居している人が多く（90.2％）別居している人は１割
に満たなかった。また，同居家族員を複数回答で問う質問をもとに世帯構成を導き出したところ，
夫婦と子どもからなる世帯が79.6％，夫婦と子どもに加えそれ以外の親族（自分の，あるいは配
偶者の「母親・父親・きょうだい・祖父母」など）が同居している世帯が10.6％，母子のみ世帯
が6.1％，配偶者は同居していないものの配偶者以外の親族が同居している世帯が3.7％となった。
（5）子育てについて話ができる友人数
「子育てについて話ができる友人数（以下，「友人数」と表記）」は，「０人」3.4％，「１～２人」
9.0％，「３～５人」44.4％，「６～９人」13.3％，「10人以上」28.5％であった（外れ値４）を除い
た場合の範囲：０～50，平均：6.62，中央値5.0，最頻値5.0，標準偏差：5.468）。
４．分析対象者の基本属性別子育て不安の程度
本節ではまず，小中学生の子どもをもつ母親５）が子育てに関しどのような不安や悩みを抱えてい
るのかを分析対象者の基本属性別に見ていく。なお，前節で述べたとおり，男性の回答者は分析か
ら除外している。
（1）使用する「基本属性」項目
本分析において使用する基本属性は，調査対象者の年齢，仕事の有無，１週間あたりの就業時
間，子ども数，長子の年齢段階，末子の年齢段階，および配偶者との同別居と世帯構成，そして
子育てについて話ができる友人数，の計９項目である。
（2）使用する「子育て不安」尺度
本調査においては，親の子育て不安を測定する尺度として，小林（2004）の「育児ストレスに
関する因子分析結果」から，育児ストレスの表出に焦点化した「怒り」因子を除いた「育児に対
する不安反応」因子の７項目（「どのようにしつけたらよいかわからない」，「育児について心配
なことがある」，「育児に自信がもてない」，「子どものことでどうしたらよいかわからなくなる」，
「母親として不適格と感じる」，「子育てに困難を感じる」，「よその子どもと比べて落ち込んだり
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自信をなくしたりする」），および「子育てに対する負担感」因子の４項目（「子どもを育てるた
めに我慢ばかりしていると思う」，「子どもを育てることが負担である」，「自分ひとりで子どもを
育てているのだという圧迫感を感じてしまう」，「毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていない
と思う」）を用い６），それぞれ「あてはまる」「どちらかというとあてはまる」「どちらかという
とあてはまらない」「あてはまらない」の４件法で回答を求めた。
表１をみると，「あてはまる」と答えた人がもっとも多かったのは「ｂ．子育てについて心配
なことがある」で，「あてはまる」と「どちらかというとあてはまる」を合わせると65％以上の
母親が心配事を抱えていることがわかる。さらに，「ａ．どのようにしつけたらよいかわからな
い」「ｃ．子育てに自信がもてない」「ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる」
「ｅ．親として不適格と感じる」の４項目においても，４割から５割強の母親がそのように感じ
ていることがわかる。
表１　「子育て不安」の単純集計結果
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数
ａ．どのようにしつけたらよいかわからない
14.0％ 38.3％ 37.1％ 10.7％ 100.0％ 723
ｂ．子育てについて心配なことがある
21.4％ 45.0％ 27.2％ 6.4％ 100.0％ 723
ｃ．子育てに自信がもてない
12.2％ 34.9％ 40.9％ 12.0％ 100.0％ 723
ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる
14.2％ 36.3％ 37.5％ 12.1％ 100.0％ 720
ｅ．親として不適格と感じる
11.4％ 30.9％ 40.6％ 17.1％ 100.0％ 721
ｆ．子育てに困難を感じる
9.2％ 24.3％ 42.8％ 23.8％ 100.0％ 720
ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする
7.9％ 21.4％ 41.0％ 29.7％ 100.0％ 724
ｈ．子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う
3.2％ 15.8％ 48.5％ 32.5％ 100.0％ 722
ｉ．子どもを育てることが負担である
2.4％ 8.9％ 39.9％ 48.9％ 100.0％ 722
ｊ．自分ひとりで子どもを育てているのだという圧迫感を感じてしまう
4.3％ 12.6％ 35.1％ 48.0％ 100.0％ 721
ｋ．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う
11.6％ 27.9％ 30.0％ 30.5％ 100.0％ 724
（3）基本属性別子育て不安の程度
それでは，子育て不安が大きい人びととは，どのような属性の人びとなのであろうか。以下で
は，子育て不安の程度に基本属性による差がみられた項目７）を取り上げていく。
①年齢
分析対象者の年齢によって子育て不安の程度に有意な差が見られた項目は「ａ．しつけ方がわ
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からない」「ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる」「ｇ．よその子どもと比べて
落ち込んだり自信をなくしたりする」の３項目であった（表２）。
「ａ．どのようにしつけたらよいかわからない」では，「20代」から「40代前半」までは「あて
はまる」「どちらかというとあてはまる」（以下，これらをまとめて＜あてはまる＞と表記する）
人びとが過半数となっており，「30代前半」では特に，不安の大きい人びとが多かった。一方，
「40代後半」と「50代以上」では「どちらかというとあてはまらない」「あてはまらない」（以下，
これらをまとめて＜あてはまらない＞と表記する）を選ぶ人びとが過半数となっており，総じ
てみると年齢の低い群は高い群に比べ，不安が大きいと言えるだろう。「ｄ．子どものことでど
うしたらよいかわからなくなる」もやはり，年齢が低いほど＜あてはまる＞と答える割合が高
い。「ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする」は，総じて＜あてはまら
ない＞と回答する人のほうが多かったものの，「30代」と「40代」は他の年齢層と比べると＜あ
てはまる＞と回答する人がやや多かった。
表２　年齢によって子育て不安の程度に有意差が見られた項目
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ａ．どのようにしつけたらよいかわからない
　20代 7.1％ 50.0％ 28.6％ 14.3％ 100.0％ 14
0.001
　30代前半 23.5％ 42.0％ 25.9％ 8.6％ 100.0％ 81
　30代後半 13.2％ 46.4％ 34.9％ 5.5％ 100.0％ 235
　40代前半 13.4％ 35.5％ 37.8％ 13.4％ 100.0％ 262
　40代後半 12.6％ 28.2％ 44.7％ 14.6％ 100.0％ 103
　50代以上 7.4％ 14.8％ 59.3％ 18.5％ 100.0％ 27
　全体 14.0％ 38.2％ 37.1％ 10.7％ 100.0％ 722
ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる
　20代 23.1％ 38.5％ 30.8％ 7.7％ 100.0％ 13
0.009
　30代前半 21.0％ 42.0％ 27.2％ 9.9％ 100.0％ 81
　30代後半 14.5％ 41.5％ 34.2％ 9.8％ 100.0％ 234
　40代前半 14.2％ 29.9％ 43.7％ 12.3％ 100.0％ 261
　40代後半 8.7％ 40.8％ 33.0％ 17.5％ 100.0％ 103
　50代以上 7.4％ 14.8％ 59.3％ 18.5％ 100.0％ 27
　全体 14.2％ 36.2％ 37.6％ 12.1％ 100.0％ 719
ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする
　20代 7.1％ 7.1％ 71.4％ 14.3％ 100.0％ 14
0.027
　30代前半 8.6％ 19.8％ 38.3％ 33.3％ 100.0％ 81
　30代後半 10.2％ 21.7％ 46.0％ 22.1％ 100.0％ 235
　40代前半 8.4％ 21.3％ 36.1％ 34.2％ 100.0％ 263
　40代後半 1.9％ 27.2％ 37.9％ 33.0％ 100.0％ 103
　50代以上 3.7％ 11.1％ 51.9％ 33.3％ 100.0％ 27
　全体 7.9％ 21.4％ 41.1％ 29.6％ 100.0％ 723
②仕事の有無と仕事時間
分析対象者の仕事の有無によって子育て不安の程度に有意な差が見られた項目は「ｋ．毎日毎
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日，同じことの繰り返ししかしていないと思う」の１項目のみであった（表３）。「仕事なし」の
人のほうが「ｋ．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う」人が多く，仕事をして
いないことが日常生活を単調に感じさせていると思われる。
一方，分析対象者の仕事時間の長さでは，すべての「子育て不安」項目とのあいだに有意差は見
られなかった。つまり，仕事時間の長さは，子育て不安の大きさには影響を与えないことがわかった。
表３　仕事の有無によって子育て不安の程度に有意差が見られた項目
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ｋ．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う
　仕事なし 16.9％ 30.9％ 27.3％ 24.8％ 100.0％ 278
0.000　仕事あり 8.4％ 26.2％ 31.4％ 34.1％ 100.0％ 443
　全体 11.7％ 28.0％ 29.8％ 30.5％ 100.0％ 721
③子ども数
子ども数によって子育て不安の程度に有意な差が見られた項目は「ｂ．子育てについて心配な
ことがある」「ｃ．子育てに自信がもてない」の２項目であった（表４）。
いずれの項目においても，子ども数が「２人以下」の場合には，「３人以上」の場合に比べて
子育て不安が大きいことがわかった。
表４　子ども数によって子育て不安の程度に有意差が見られた項目
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ｂ．子育てについて心配なことがある
　１人 23.8％ 46.0％ 28.6％ 1.6％ 100.0％ 126
0.045
　２人 21.9％ 46.6％ 25.2％ 6.3％ 100.0％ 416
　３人 18.5％ 41.1％ 32.2％ 8.2％ 100.0％ 146
　４人以上 18.2％ 36.4％ 27.3％ 18.2％ 100.0％ 33
　合計 21.4％ 44.9％ 27.3％ 6.4％ 100.0％ 721
ｃ．子育てに自信がもてない
　１人 16.8％ 34.4％ 37.6％ 11.2％ 100.0％ 125
0.033
　２人 12.0％ 36.9％ 40.8％ 10.3％ 100.0％ 417
　３人 8.9％ 30.8％ 46.6％ 13.7％ 100.0％ 146
　４人以上 9.1％ 27.3％ 33.3％ 30.3％ 100.0％ 33
　全体 12.1％ 34.8％ 41.1％ 12.1％ 100.0％ 721
④長子と末子の年齢段階
長子の年齢段階によって子育て不安の程度に有意な差が見られた項目は「ａ．どのようにしつ
けたらよいかわからない」「ｂ．子育てについて心配なことがある」「ｃ．子育てに自信がもてな
い」「ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる」の４項目であった（表５）。いずれ
の項目においても，長子が「高校生以上」の場合には，それ以外の場合と比べ，子育て不安が低
い人が多いことがわかる。
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一方，末子の年齢段階によって子育て不安の程度に有意な差が見られた項目は「ａ．どのよう
にしつけたらよいかわからない」「ｂ．子育てについて心配なことがある」「ｅ．親として不適
格と感じる」の３項目であった（表６）。「ａ．どのようにしつけたらよいかわからない」では，
末子の年齢段階が上がるにつれて不安を感じている人が少なくなっていることがわかる。また，
「ｂ．子育てについて心配なことがある」では，＜あてはまる＞と回答した人は，末子が「小学
表５　長子の年齢段階によって子育て不安の程度に有意差が見られた項目
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ａ．どのようにしつけたらよいかわからない
　高校生以上 9.6％ 23.1％ 48.1％ 19.2％ 100.0％ 104
0.001　中学生 12.4％ 39.4％ 35.8％ 12.4％ 100.0％ 137
　小学生 16.1％ 42.0％ 34.1％ 7.9％ 100.0％ 355
　全体 14.1％ 38.1％ 36.9％ 10.9％ 100.0％ 596
ｂ．子育てについて心配なことがある
　高校生以上 12.6％ 35.0％ 37.9％ 14.6％ 100.0％ 103
0.001　中学生 26.8％ 46.4％ 21.0％ 5.8％ 100.0％ 138
　小学生 20.8％ 47.0％ 26.2％ 5.9％ 100.0％ 355
　全体 20.8％ 44.8％ 27.0％ 7.4％ 100.0％ 596
ｃ．子育てに自信がもてない
　高校生以上 7.7％ 25.0％ 47.1％ 20.2％ 100.0％ 104
0.048　中学生 10.9％ 37.7％ 39.9％ 11.6％ 100.0％ 138
　小学生 12.4％ 36.6％ 40.8％ 10.1％ 100.0％ 355
　全体 11.2％ 34.8％ 41.7％ 12.2％ 100.0％ 597
ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる
　高校生以上 7.8％ 29.4％ 41.2％ 21.6％ 100.0％ 102
0.016　中学生 15.2％ 32.6％ 39.9％ 12.3％ 100.0％ 138
　小学生 14.4％ 39.7％ 36.3％ 9.6％ 100.0％ 353
　全体 13.5％ 36.3％ 37.9％ 12.3％ 100.0％ 593
表６　末子の年齢段階によって子育て不安の程度に有意差が見られた項目
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ａ．どのようにしつけたらよいかわからない
　３歳未満 17.9％ 53.7％ 19.4％ 9.0％ 100.0％ 67
0.002
　３歳～小学入学前 15.6％ 38.2％ 36.4％ 9.8％ 100.0％ 173
　小学生 13.9％ 36.7％ 40.6％ 8.9％ 100.0％ 281
　中学生 8.0％ 29.3％ 40.0％ 22.7％ 100.0％ 75
　全体 14.1％ 38.1％ 36.9％ 10.9％ 100.0％ 596
ｂ．子育てについて心配なことがある
　３歳未満 20.9％ 49.3％ 22.4％ 7.5％ 100.0％ 67
0.034
　３歳～小学入学前 22.0％ 42.8％ 27.2％ 8.1％ 100.0％ 173
　小学生 20.6％ 48.0％ 27.0％ 4.3％ 100.0％ 281
　中学生 18.7％ 33.3％ 30.7％ 17.3％ 100.0％ 75
　全体 20.8％ 44.8％ 27.0％ 7.4％ 100.0％ 596
ｅ．親として不適格と感じる
　３歳未満 14.9％ 46.3％ 25.4％ 13.4％ 100.0％ 67
0.018
　３歳～小学入学前 8.1％ 28.3％ 47.4％ 16.2％ 100.0％ 173
　小学生 10.4％ 29.0％ 43.0％ 17.6％ 100.0％ 279
　中学生 10.7％ 26.7％ 34.7％ 28.0％ 100.0％ 75
　全体 10.3％ 30.5％ 41.2％ 18.0％ 100.0％ 594
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生」以下の場合はいずれも６～７割であるのに対し，末子が「中学生」の場合にのみ５割と，少
なくなっている。それに対し，「ｅ．親として不適格と感じる」では，末子が「乳児」の場合に
のみ＜あてはまる＞と回答した人が６割強となっており，それ以外では３割台となっている。
とはいえ，総じて見ると，いずれの場合も末子の年齢段階が低いほど子育て不安が高い人が多
いと言えるだろう。
⑤配偶者との同別居と世帯構成
配偶者との同別居によって子育て不安の程度に有意な差が見られた項目は「ｅ．親として不適格と
感じる」「ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする」の２項目であった（表７）。
「ｅ．親として不適格と感じる」では，配偶者と「同居していない」場合に＜あてはまる＞と
回答している人が多い。この理由としては，配偶者との別居それ自体が「親失格」だと感じるこ
とや，配偶者の親役割（いわゆる「父親役割」）までも果たそうとしてうまくいかないことなど
が考えられる。一方，「ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする」におい
ては，配偶者が「同居している」場合のほうが＜あてはまる＞と回答する人が多かった。この理
由としては，配偶者が「よそ」と比べて分析対象者の子育てを評価する評価者としての役割を
担っている可能性が考えられうる。
配偶者の同別居も含めた世帯構成による子育て不安の差では，いずれの世帯構成のあいだにも
有意な差は見られなかった。
表７　配偶者との同別居によって子育て不安の程度に有意差が見られた項目
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ｅ．親として不適格と感じる
　同居していない 22.9％ 28.6％ 35.7％ 12.9％ 100.0％ 70
0.015　同居している 10.1％ 31.2％ 41.2％ 17.5％ 100.0％ 651
　全体 11.4％ 30.9％ 40.6％ 17.1％ 100.0％ 721
ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする
　同居していない 4.2％ 15.5％ 36.6％ 43.7％ 100.0％ 71
0.041　同居している 8.3％ 22.1％ 41.5％ 28.2％ 100.0％ 653
　全体 7.9％ 21.4％ 41.0％ 29.7％ 100.0％ 724
⑥友人数
友人数によって子育て不安の程度に有意な差が見られた項目は，「ｂ．子育てについて心配な
ことがある」「ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする」を除く表８の９
項目であった。どの程度の友人数で子育て不安が軽減されるのかは各項目によって若干異なるも
のの，総じて見ると，友人数が少ない群は，多い群に比べ子育て不安が大きいことがわかる。
また，他の基本属性と比べると，友人数の多寡は，多くの子育て不安項目との間で有意差がみ
られることから，子育て不安の程度を規定する重要な要因となっていることが推察される。
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表８　友人数によって子育て不安の程度に有意差が見られた項目
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ａ．どのようにしつけたらよいかわからない
　0～2人 18.9％ 40.0％ 33.3％ 7.8％ 100.0％ 90
0.027
　3～5人 14.9％ 42.5％ 34.2％ 8.4％ 100.0％ 322
　6～9人 12.4％ 42.3％ 35.1％ 10.3％ 100.0％ 97
　10人以上 11.6％ 29.5％ 43.5％ 15.5％ 100.0％ 207
　全体 14.1％ 38.4％ 36.9％ 10.6％ 100.0％ 716
ｃ．子育てに自信がもてない
　0～2人 23.3％ 34.4％ 31.1％ 11.1％ 100.0％ 90
0.000
　3～5人 11.5％ 38.5％ 42.5％ 7.5％ 100.0％ 322
　6～9人 9.3％ 38.1％ 38.1％ 14.4％ 100.0％ 97
　10人以上 9.7％ 28.0％ 44.0％ 18.4％ 100.0％ 207
　全体 12.2％ 34.9％ 40.9％ 12.0％ 100.0％ 716
ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる
　0～2人 22.7％ 33.0％ 30.7％ 13.6％ 100.0％ 88
0.027
　3～5人 14.3％ 39.4％ 38.2％ 8.1％ 100.0％ 322
　6～9人 14.4％ 37.1％ 33.0％ 15.5％ 100.0％ 97
　10人以上 10.2％ 32.5％ 41.3％ 16.0％ 100.0％ 206
　全体 14.2％ 36.3％ 37.4％ 12.1％ 100.0％ 713
ｅ．親として不適格と感じる
　0～2人 24.7％ 32.6％ 29.2％ 13.5％ 100.0％ 89
0.000
　3～5人 9.6％ 33.4％ 42.4％ 14.6％ 100.0％ 323
　6～9人 12.4％ 34.0％ 38.1％ 15.5％ 100.0％ 97
　10人以上 7.8％ 25.4％ 43.4％ 23.4％ 100.0％ 205
　全体 11.3％ 31.1％ 40.5％ 17.1％ 100.0％ 714
ｆ．子育てに困難を感じる
　0～2人 16.9％ 29.2％ 33.7％ 20.2％ 100.0％ 89
0.011
　3～5人 9.0％ 24.2％ 46.9％ 19.9％ 100.0％ 322
　6～9人 5.3％ 28.4％ 42.1％ 24.2％ 100.0％ 95
　10人以上 7.7％ 20.3％ 40.6％ 31.4％ 100.0％ 207
　全体 9.1％ 24.3％ 42.8％ 23.8％ 100.0％ 713
ｈ．子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う
　0～2人 8.9％ 15.6％ 48.9％ 26.7％ 100.0％ 90
0.002
　3～5人 1.5％ 17.6％ 53.3％ 27.6％ 100.0％ 323
　6～9人 4.2％ 12.5％ 43.8％ 39.6％ 100.0％ 96
　10人以上 1.9％ 14.6％ 43.2％ 40.3％ 100.0％ 206
　全体 2.9％ 15.8％ 48.5％ 32.7％ 100.0％ 715
ｉ．子どもを育てることが負担である
　0～2人 10.0％ 17.8％ 33.3％ 38.9％ 100.0％ 90
0.000
　3～5人 2.2％ 6.5％ 47.5％ 43.8％ 100.0％ 322
　6～9人 0.0％ 12.4％ 38.1％ 49.5％ 100.0％ 97
　10人以上 0.0％ 6.8％ 32.0％ 61.2％ 100.0％ 206
　全体 2.2％ 8.8％ 40.0％ 49.0％ 100.0％ 715
ｊ．自分ひとりで子どもを育てているのだという圧迫感を感じてしまう
　0～2人 9.0％ 19.1％ 38.2％ 33.7％ 100.0％ 89
0.000
　3～5人 4.0％ 14.9％ 38.8％ 42.2％ 100.0％ 322
　6～9人 3.1％ 5.2％ 35.1％ 56.7％ 100.0％ 97
　10人以上 2.9％ 9.7％ 28.2％ 59.2％ 100.0％ 206
　全体 4.2％ 12.6％ 35.2％ 48.0％ 100.0％ 714
ｋ．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う
　0～2人 21.1％ 35.6％ 24.4％ 18.9％ 100.0％ 90
0.000
　3～5人 10.8％ 32.2％ 30.7％ 26.3％ 100.0％ 323
　6～9人 9.3％ 26.8％ 33.0％ 30.9％ 100.0％ 97
　10人以上 9.2％ 18.4％ 29.5％ 43.0％ 100.0％ 207
　全体 11.4％ 27.9％ 29.8％ 30.8％ 100.0％ 717
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（4）まとめ
ここまで，分析対象者の基本属性別に，子育て不安の程度の比較をおこなってきた。
その結果，子育て不安の程度は主に，分析対象者の「年齢」，および「子ども数」と「長子・
末子の年齢段階」，そして「友人数」によって異なることがわかった。以下では，３つの観点か
らこれらの結果を整理したい。
まず，１点目は，子育て経験の蓄積と子育て不安の関連である。一般的に「子どもが大きくな
れば子育ては楽になる」「２人目，３人目の子育ては楽になる」と言われるように，子育て経験の
蓄積は子育てを楽にすると考えられている。本研究の結果からも，「子ども数」と「長子・末子の
年齢段階」は子育て不安を軽減する要因となっていることが明らかとなり，子どもの年齢が高くな
れば，そして子ども数が多くなれば，子育て不安は軽減されていくことが確かめられた８）。
２点目として挙げられるのは，人生経験の蓄積と子育て不安の関連である。一般的に考えて，
若いうちの子育ては悩みや苦労が多いと予想されるが，本研究においてもやはり分析対象者の
「年齢」が高い場合のほうが子育て不安は低かった。このように分析対象者の「年齢」が子育て
不安の軽減に貢献するのは，子育てに限らないさまざまな人生経験の蓄積や，そうした経験をと
おして学ばれたさまざまな知識が，子育て場面においても有用性をもつことに起因すると推測さ
れる。
３点目は，サポート・ネットワークと子育て不安の関連である。先行研究においては，子育て
を協同で担ってくれる家族員の存在や，子育てについて相談ができたり子育てに理解や共感を示
してくれたりする友人の存在が重要であることがたびたび指摘されている９）。しかし本調査にお
いては，「友人数」の多さは子育て不安の軽減に効果的であることが示されたものの，「配偶者と
の同別居」や「家族構成」では子育て不安の程度と関連が見られなかった。こうした結果の相違
の一因は，分析に用いた変数の質の違いにあると思われる。つまり，本研究における「友人」と
は，「子育てについて話のできる友人」を指しているのに対し，「家族員」は単に「同居している
家族員」を指しているに過ぎない。家族員の子育てサポート資源としての効果を明らかにするた
めには，家族員についてもやはり同別居だけではなく，それぞれの家族員の子育てへの協力度や
参与度などに目を向ける必要があっただろう。とはいえ，本調査においてはそうした質問項目は
用意されていなかったため，今後の研究においてはこうした観点を含めた質問紙の作成が必要と
なろう。
さて，ここまでをまとめるに，本調査においては，年齢を重ねることによる人生経験の蓄積，
子どもの年齢が上がることや子ども数が増えることによる子育て経験の蓄積，そして子育てにつ
いて話のできる友人数の多さの３点が，子育て不安を軽減する要因として有効であることが明ら
かとなった。
しかしながらその一方で，分析対象者の「年齢」が高くても，「子ども数」が多くても，「長
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子・末子の年齢段階」が高くても，そして話を聞いてくれる「友人数」が多くても，子育て不安
が軽減されていない層が一定数いることも事実である。そうした人びとはなぜ，子育て不安を軽
減するに足る人生経験や子育て経験があるにもかかわらず，そして話を聞いてくれる友人が多く
いるにもかかわらず，不安が軽減されていないのだろうか。次節以降では，子育て不安が軽減さ
れない人びととはどのような人びとなのか，その特性を明らかにしたい。
５．「子育て不安度が低くてもよいはずなのに高い層」のカテゴリー化
以降では，先に述べたとおり，子育て不安が軽減されうる条件を満たしながらも，実際には軽
減されていない人びとの特性を探る。そのために本節ではまず，「不安度が低くてもよいはずな
のに高い層」のカテゴリー化をおこなう。
（1）「子育て不安」尺度の因子分析
まず，「子育て不安」尺度の因子分析をおこない，その因子得点にもとづいて不安が高い層と
低い層とを分類することにする。
「子育て不安」尺度の因子分析結果は，表９のとおりである。第１因子は「ｃ．子育てに自信
がもてない」「ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる」「ａ．どのようにしつけた
らよいかわからない」といった項目からなるため，「迷い因子」と名づけた。第２因子は「ｉ．
子どもを育てることが負担である」「ｈ．子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う」と
いった項目からなるため，「ストレス因子」と名づけた。
ただし，前節におけるクロス集計において，ストレス因子にあたるｈ～ｊの項目は，「仕事の
有無」および「友人数」としか関連が見られなかったため，以下の分析においては，「迷い因子」
のみをとりあげることとする。
表９　「子育て不安」尺度の因子分析結果
迷い因子 ストレス因子
ｃ．子育てに自信がもてない 0.878 0.519
ｄ．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる 0.856 0.522
ａ．どのようにしつけたらよいかわからない 0.758 0.429
ｆ．子育てに困難を感じる 0.747 0.639
ｂ．子育てについて心配なことがある 0.738 0.422
ｅ．親として不適格と感じる 0.737 0.545
ｇ．よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする 0.602 0.563
ｉ．子どもを育てることが負担である 0.491 0.784
ｈ．子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う 0.435 0.732
ｊ．自分ひとりで子どもを育てているのだという圧迫感を感じてしまう 0.434 0.661
ｋ．毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う 0.341 0.577
因子抽出法 : 主因子法  因子相関　0.63
回転法 : Kaiser の正規化を伴うプロマックス法 
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（2）「不安度が低くてもよいはずなのに高い層」のカテゴリー化
次に，（1）で因子分析をおこなったさいに摘出した「迷い因子」の因子得点の四分位点から
「迷い」低群／やや低群／やや高群／高群の４群を作成した。
さらに，「不安度が低くてもよいはず／大きいはず」の判断には，前節のまとめを踏まえ，分
析対象者の人生経験の蓄積のあらわれと解される分析対象者自身の「年齢」の高低，子育て経験
の蓄積のあらわれと解される「子ども数」の多寡，サポート・ネットワークの多さをあらわす
「友人数」の多寡の３つを用いることとした10）。
そして「迷い因子」の因子得点にもとづく４群と，「年齢」の高低・「子ども数」の多寡・「友
人数」の多寡の組み合わせから，「低年齢低不安」群・「低年齢高不安」群・「高年齢低不安」群・
「高年齢高不安」群（以下，これら４つを合わせて「年齢比較群」と表記），「子ども少数低不安」
群・「子ども少数高不安」群・「子ども多数低不安」群・「子ども多数高不安」群（以下，これら
４つを合わせて「子ども数比較群」と表記），「友人少数低不安」群・「友人少数高不安」群・「友
人多数低不安」群・「友人多数高不安」群（以下，これら４つを合わせて「友人数比較群」と表
記）といった，全部で12の群を作成した（表10参照）。表10における灰色部分が「不安度が低く
てもよいはずなのに高い層」に当たる。
以下では，これらのカテゴリーを用いて，「不安が小さくてもよいはずなのに高い層」の特性
を探っていく。
表10　12群の作成
低群 やや低群 やや高群 高群 合計 度数
年齢×迷い因子得点四分位
　20代 16.7％ 33.3％ 25.0％ 25.0％ 100.0％ 12
　30代前半 19.8％ 19.8％ 22.2％ 38.3％ 100.0％ 81
　30代後半 19.4％ 23.7％ 28.0％ 28.9％ 100.0％ 232
　40代前半 29.4％ 25.8％ 22.2％ 22.6％ 100.0％ 252
　40代後半 30.4％ 22.5％ 32.4％ 14.7％ 100.0％ 102
　50代以上 30.8％ 53.8％ 7.7％ 7.7％ 100.0％ 26
　全体 25.0％ 25.1％ 25.1％ 24.8％ 100.0％ 705
子ども数×迷い因子得点四分位
　１人 23.4％ 25.0％ 25.8％ 25.8％ 100.0％ 124
　２人 23.0％ 24.7％ 26.7％ 25.7％ 100.0％ 405
　３人 28.0％ 30.1％ 21.7％ 20.3％ 100.0％ 143
　４人以上 43.8％ 9.4％ 18.8％ 28.1％ 100.0％ 32
　全体 25.0％ 25.1％ 25.1％ 24.7％ 100.0％ 704
友人数×迷い因子得点四分位
　0～2人 21.2％ 22.4％ 18.8％ 37.6％ 100.0％ 85
　3～5人 19.2％ 27.1％ 29.0％ 24.6％ 100.0％ 317
　6～9人 26.6％ 19.1％ 24.5％ 29.8％ 100.0％ 94
　10人以上 35.0％ 25.1％ 22.2％ 17.7％ 100.0％ 203
　全体 25.0％ 24.9％ 25.2％ 24.9％ 100.0％ 699
（※ 灰色部分：「不安が小さくてもよいはずなのに大きい層」） 
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６．「高年齢であっても不安度が高い層」の特性
（1）「高年齢であっても不安度が高い層」の基本属性
まず，「高年齢であっても不安度が高い層」の基本属性を明らかにする。
前節において作成した「年齢比較群」と，年齢以外の基本属性をクロス集計した結果，「長子
年齢段階」の１項目のみで有意差がみられ，「高年齢高不安」群は「高年齢低不安」群に比べ，
「長子の年齢段階」が有意に低いことがわかった（表11）11）。
こうした結果から，高年齢であっても不安が軽減されない理由には，子どもとの年齢差が大き
いことや，高齢になってからできた子どもであることなどが考えられうる。
表11　「高年齢であっても不安度が高い層」と長子学齢
高校生以上 中学生 小学生 合計 度数 ｐ
高年齢で低不安 34.8％ 30.9％ 34.3％ 100.0％ 178
0.039高年齢で高不安 22.6％ 31.6％ 45.9％ 100.0％ 133
全体 29.6％ 31.2％ 39.2％ 100.0％ 311
（2）「高年齢であっても不安度が高い層」の不安対象
次に，「高年齢であっても不安度が高い層」のもつ不安はいかなるものに起因する不安なのか
を知るため，不安対象とのクロス集計をおこなった。ここで言う不安対象とは，子育てをする上
で不安を抱きやすいと思われる８項目（「ａ．しつけ」「ｂ．学力・成績」「ｃ．進路・進学」「ｄ．
教育費」「ｅ．非行・交友関係」「ｆ．食事・栄養」「ｇ．健康」「ｈ．衣服・身だしなみ」），それ
ぞれに対する不安の程度を尋ねたものである。
その結果，「高年齢高不安」群は「高年齢低不安」群に比べ，８項目すべてにおいて不安が大
きいことがわかった（表12）。
こうした結果から，「高年齢であっても不安度が高い層」の抱える不安は，何か特定の事柄に
対する不安というよりは，あらゆる事柄への茫漠とした不安なのではないかと推察される。
（3）「高年齢であっても不安度が高い層」の子どもとの協同行為
次に，「高年齢であっても不安度が高い層」の子どもとの関わり方を知るため，協同行為に関
する主観的判断とのクロス集計をおこなった。ここで言う協同行為とは，子どもと日常的におこ
なうであろう行為７項目（「ａ．よく会話をする」「ｂ．よく一緒にご飯を食べる」「ｃ．よく遊
ぶ」「ｄ．よく一緒に勉強する」「ｅ．よく一緒にテレビを見る」「ｆ．よく買い物に行く」「ｇ．
よくレジャーや博物館等に出かける」）を指しており，それぞれに対し「あてはまる」から「あ
てはまらない」までの４件法で回答を求めたものである12）。
その結果，「高年齢高不安」群は「高年齢低不安」群に比べ，「ａ．会話」「ｃ．遊び」「ｅ．テ
レビ視聴」「ｆ．買い物」といった，概して日常性の高い行為において，協同でおこなう頻度が
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低いと感じていることがわかった（表13）。つまり，日々の生活の中でごく当たり前に，かつ，
よくおこなわれる行為であるからこそ，そうした行為の頻度が低いと感じられることは不安感を
高めるのではないかと推測される。
７．「子ども数が多くても不安度が高い層」の特性
（1）「子ども数が多くても不安度が高い層」の基本属性
次に，「子ども数が多くても不安度が高い層」の基本属性を明らかにするために，「子ども数比
較群」と子ども数以外の基本属性とのクロス集計をおこなった。
その結果，「年齢」「長子の年齢段階」「末子の年齢段階」「友人数」の４項目で有意差がみられ
た（表14）。
表12　「年齢比較群」と各不安対象への不安の程度
不安 どちらかといえば不安
どちらかといえば
不安でない 不安でない 合計 度数 p
ａ．しつけ
　高年齢で低不安 2.4％ 19.3％ 55.2％ 23.1％ 100.0％ 212
0.000　高年齢で高不安 21.8％ 55.8％ 19.4％ 3.0％ 100.0％ 165
　全体 10.9％ 35.3％ 39.5％ 14.3％ 100.0％ 377
ｂ．学力・成績
　高年齢で低不安 10.2％ 34.9％ 35.3％ 19.5％ 100.0％ 215
0.000　高年齢で高不安 32.7％ 38.8％ 23.0％ 5.5％ 100.0％ 165
　全体 20.0％ 36.6％ 30.0％ 13.4％ 100.0％ 380
ｃ．進路・進学
　高年齢で低不安 10.2％ 40.9％ 34.4％ 14.4％ 100.0％ 215
0.000　高年齢で高不安 37.0％ 40.6％ 18.2％ 4.2％ 100.0％ 165
　全体 21.8％ 40.8％ 27.4％ 10.0％ 100.0％ 380
ｄ．教育費
　高年齢で低不安 14.9％ 42.8％ 31.2％ 11.2％ 100.0％ 215
0.000　高年齢で高不安 43.6％ 36.4％ 14.5％ 5.5％ 100.0％ 165
　全体 27.4％ 40.0％ 23.9％ 8.7％ 100.0％ 380
ｅ．非行・交友関係
　高年齢で低不安 6.0％ 25.6％ 48.8％ 19.5％ 100.0％ 215
0.000　高年齢で高不安 15.2％ 39.6％ 34.1％ 11.0％ 100.0％ 164
　全体 10.0％ 31.7％ 42.5％ 15.8％ 100.0％ 379
ｆ．食事・栄養
　高年齢で低不安 2.3％ 14.0％ 44.2％ 39.5％ 100.0％ 215
0.000　高年齢で高不安 9.1％ 31.5％ 38.8％ 20.6％ 100.0％ 165
　全体 5.3％ 21.6％ 41.8％ 31.3％ 100.0％ 380
ｇ．健康
　高年齢で低不安 1.9％ 14.0％ 48.4％ 35.8％ 100.0％ 215
0.000　高年齢で高不安 7.4％ 27.0％ 46.0％ 19.6％ 100.0％ 163
　全体 4.2％ 19.6％ 47.4％ 28.8％ 100.0％ 378
ｈ．衣服・身だしなみ
　高年齢で低不安 1.4％ 5.6％ 47.9％ 45.1％ 100.0％ 215
0.000　高年齢で高不安 3.7％ 15.2％ 53.7％ 27.4％ 100.0％ 164
　全体 2.4％ 9.8％ 50.4％ 37.5％ 100.0％ 379
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すなわち，分析対象者自身がまだ若く子育て経験が短い場合，あるいは，長子もまだ小学生以
下である場合や子どもたちのなかに乳幼児がいる場合には，子ども数の多さは不安の軽減には役
立たず，むしろ不安を煽るものとなっていることがわかる。
また，「子ども数が多くても子育て不安度が高い層」は，「子ども数が多く子育て不安度が低い
表13　「年齢比較群」と協同行為
不安 どちらかといえば不安
どちらかといえば
不安でない 不安でない 合計 度数 p
ａ．よく会話をする
　高年齢で低不安 59.8％ 33.2％ 7.0％ 0.0％ 100.0％ 214
0.000　高年齢で高不安 38.9％ 48.8％ 11.7％ 0.6％ 100.0％ 162
　全体 50.8％ 39.9％ 9.0％ 0.3％ 100.0％ 376
ｃ．よく遊ぶ
　高年齢で低不安 19.2％ 39.7％ 34.6％ 6.5％ 100.0％ 214
0.004　高年齢で高不安 9.2％ 32.5％ 47.9％ 10.4％ 100.0％ 163
　全体 14.9％ 36.6％ 40.3％ 8.2％ 100.0％ 377
ｅ．よく一緒にテレビを見る
　高年齢で低不安 41.6％ 37.9％ 15.9％ 4.7％ 100.0％ 214
0.014　高年齢で高不安 27.6％ 50.9％ 19.0％ 2.5％ 100.0％ 163
　全体 35.5％ 43.5％ 17.2％ 3.7％ 100.0％ 377
ｆ．よく買い物に行く
　高年齢で低不安 38.8％ 35.0％ 21.5％ 4.7％ 100.0％ 214
0.032　高年齢で高不安 25.2％ 43.6％ 27.6％ 3.7％ 100.0％ 163
　全体 32.9％ 38.7％ 24.1％ 4.2％ 100.0％ 377
表14　「子ども数比較群」と基本属性
「子ども数が多くても不安度が高い層」×年齢階級
20代 30代前半 30代後半 40代前半 40代後半 50代 合計 度数 ｐ
多数で低不安 0.0％ 7.0％ 30.0％ 36.0％ 19.0％ 8.0％ 100.0％ 100
0.003多数で高不安 2.7％ 21.3％ 29.3％ 28.0％ 18.7％ 0.0％ 100.0％ 75
全体 1.1％ 13.1％ 29.7％ 32.6％ 18.9％ 4.6％ 100.0％ 175
「子ども数が多くても不安度が高い層」×長子の年齢段階
高校生
以上 中学生 小学生 合計 度数 ｐ
多数で低不安 34.0％ 24.0％ 42.0％ 100.0％ 100
0.047多数で高不安 18.7％ 22.7％ 58.7％ 100.0％ 75
全体 27.4％ 23.4％ 49.1％ 100.0％ 175
「子ども数が多くても不安度が高い層」×末子の年齢学齢
３歳未満 ３歳～小学入学前 小学生 中学生 合計 度数 ｐ
多数で低不安 16.0％ 30.0％ 39.0％ 15.0％ 100.0％ 100
0.031多数で高不安 32.0％ 28.0％ 34.7％ 5.3％ 100.0％ 75
全体 22.9％ 29.1％ 37.1％ 10.9％ 100.0％ 175
「子ども数が多くても不安度が高い層」×友人数
0～2人 3～5人 6～9人 10人以上 合計 度数 ｐ
多数で低不安 8.2％ 34.0％ 17.5％ 40.2％ 100.0％ 97
0.049多数で高不安 10.7％ 52.0％ 14.7％ 22.7％ 100.0％ 75
全体 9.3％ 41.9％ 16.3％ 32.6％ 100.0％ 172
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層」に比べ，子育てについて話ができる友人が少なかった。子どもが多い場合，日常生活のほと
んどが子どもとの関係や子どもと関わる事柄だけで終始してしまうことが考えられる。子どもに
ついて悩みや不安があっても，日々の生活が子どもとの接触のみであるなら，悩みや不安から離
れることも難しい。だからこそ，さまざまな友人と触れ合い，適度に息抜きをすることができれ
ば，不安感や悩みが軽減されているのではないかと考えられる。
（2）「子ども数が多くても不安度が高い層」の不安対象
次に，「子ども数が多くても不安度が高い層」と不安対象とのクロス集計をおこなった。
その結果，「子ども多数高不安」群は「子ども多数低不安」群に比べ，表15に示した「ｇ．健
康」以外の７項目において不安が大きいことがわかった。この場合，「高年齢でも不安度の高い
層」と同様に，何か特定の事柄に対してではなく，多くの事柄への茫漠とした不安を抱えている
という可能性も考えられるが，同時に，子どもが多いからこそ，子どもをめぐる問題も多岐にわ
たっていると考えることもできる。
表15　「子ども数比較群」と各不安対象への不安の程度
不安 どちらかといえば不安
どちらかといえば
でない 不安でない 合計 度数 p
ａ．しつけ
　多数で低不安 4.0％ 19.0％ 47.0％ 30.0％ 100.0％ 100
0.000　多数で高不安 20.0％ 58.7％ 18.7％ 2.7％ 100.0％ 75
　全体 10.9％ 36.0％ 34.9％ 18.3％ 100.0％ 175
ｂ．学力・成績
　多数で低不安 14.0％ 28.0％ 41.0％ 17.0％ 100.0％ 100
0.000　多数で高不安 29.3％ 49.3％ 18.7％ 2.7％ 100.0％ 75
　全体 20.6％ 37.1％ 31.4％ 10.9％ 100.0％ 175
ｃ．進路・進学
　多数で低不安 13.0％ 26.0％ 46.0％ 15.0％ 100.0％ 100
0.000　多数で高不安 25.3％ 48.0％ 20.0％ 6.7％ 100.0％ 75
　全体 18.3％ 35.4％ 34.9％ 11.4％ 100.0％ 175
ｄ．教育費
　多数で低不安 26.0％ 38.0％ 26.0％ 10.0％ 100.0％ 100
0.005　多数で高不安 45.3％ 40.0％ 9.3％ 5.3％ 100.0％ 75
　全体 34.3％ 38.9％ 18.9％ 8.0％ 100.0％ 175
ｅ．非行・交友関係
　多数で低不安 9.0％ 22.0％ 49.0％ 20.0％ 100.0％ 100
0.004　多数で高不安 16.0％ 42.7％ 29.3％ 12.0％ 100.0％ 75
　全体 12.0％ 30.9％ 40.6％ 16.6％ 100.0％ 175
ｆ．食事・栄養
　多数で低不安 3.0％ 12.0％ 47.0％ 38.0％ 100.0％ 100
0.001　多数で高不安 12.0％ 26.7％ 44.0％ 17.3％ 100.0％ 75
　全体 6.9％ 18.3％ 45.7％ 29.1％ 100.0％ 175
ｈ．衣服・身だしなみ
　多数で低不安 1.0％ 2.0％ 55.0％ 42.0％ 100.0％ 100
0.000　多数で高不安 4.1％ 21.6％ 48.6％ 25.7％ 100.0％ 74
　全体 2.3％ 10.3％ 52.3％ 35.1％ 100.0％ 174
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（3）「子ども数が多くても不安度が高い層」の子どもとの協同行為
次に，「子ども数が多くても不安度が高い層」の子どもとの関わり方を知るため，協同行為と
のクロス集計をおこなった。
その結果，「子ども多数高不安」群は「子ども多数低不安」群に比べ，「ａ．会話」「ｂ．食事」
「ｃ．遊び」「ｅ．テレビ視聴」「ｆ．買い物」の５項目において，協同でおこなう頻度が低いと
感じていることがわかった（表16）。先の「高年齢でも不安の高い層」でも挙がった項目に，さ
らに「食事」が加わり，さらに日常性の高い項目となっている。したがってこの場合もやはり，
日常性が高く，一般的に行為自体の頻度も，親子が協同でおこなう頻度も高いと考えられる事柄
であるからこそ，それらの行為が少ないことが不安感を高めていると考えられる。
表16　「子ども数比較群」と協同行為
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ａ．よく会話をする
　多数で低不安 60.6％ 35.4％ 3.0％ 1.0％ 100.0％ 99
0.000　多数で高不安 25.3％ 56.0％ 18.7％ 0.0％ 100.0％ 75
　全体 45.4％ 44.3％ 9.8％ 0.6％ 100.0％ 174
ｂ．よく一緒にご飯を食べる
　多数で低不安 73.7％ 23.2％ 3.0％ 0.0％ 100.0％ 99
0.039　多数で高不安 61.3％ 25.3％ 10.7％ 2.7％ 100.0％ 75
　全体 68.4％ 24.1％ 6.3％ 1.1％ 100.0％ 174
ｃ．よく遊ぶ
　多数で低不安 21.2％ 40.4％ 31.3％ 7.1％ 100.0％ 99
0.003　多数で高不安 6.7％ 29.3％ 52.0％ 12.0％ 100.0％ 75
　全体 14.9％ 35.6％ 40.2％ 9.2％ 100.0％ 174
ｅ．よく一緒にテレビを見る
　多数で低不安 36.4％ 42.4％ 15.2％ 6.1％ 100.0％ 99
0.020　多数で高不安 17.3％ 52.0％ 26.7％ 4.0％ 100.0％ 75
　全体 28.2％ 46.6％ 20.1％ 5.2％ 100.0％ 174
ｆ．よく買い物に行く
　多数で低不安 42.4％ 36.4％ 16.2％ 5.1％ 100.0％ 99
0.032　多数で高不安 22.7％ 42.7％ 29.3％ 5.3％ 100.0％ 75
　全体 33.9％ 39.1％ 21.8％ 5.2％ 100.0％ 174
８．「友人数が多くても不安度が高い層」の特性
（1）「友人数が多くても不安度が高い層」の基本属性
次に，「友人数が多くても不安度が高い層」の基本属性を明らかにするために，「友人数比較
群」と友人数以外の基本属性とのクロス集計をおこなったが，結果として，いずれの項目におい
ても有意差はみられなかった。
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（2）「友人数が多くても不安度が高い層」の不安対象
次に，「友人数が多くても不安度が高い層」と不安対象とのクロス集計をおこなった。
その結果，「友人多数高不安」群は「友人多数低不安」群に比べ，「ａ．しつけ」「ｂ．学力・
成績」「ｃ．進路・進学」「ｄ．教育費」「ｅ．非行・交友関係」「ｆ．食事・栄養」「ｇ．健康」
「ｈ．衣服・身だしなみ」の８項目すべてにおいて不安が大きいことがわかった（表17）。
この場合もまた，「高年齢でも不安度の高い層」や「子ども数が多くても不安度の高い層」と
同様に，何か特定の事柄に対してではなく，多くの事柄への茫漠とした不安を抱えているという
可能性も考えられるが，同時に，友人数が多いからこそ，友人たちと自分を比較してしまい，不
安や悩みの対象も多くなってしまうことが考えられる。
表17　「友人数比較群」と各不安対象への不安の程度
不安 どちらかといえば不安
どちらかといえば
でない 不安でない 合計 度数 p
ａ．しつけ
　多数で低不安 0.6％ 19.5％ 55.5％ 24.4％ 100.0％ 164
0.000　多数で高不安 24.2％ 59.1％ 15.2％ 1.5％ 100.0％ 132
　全体 11.1％ 37.2％ 37.5％ 14.2％ 100.0％ 296
ｂ．学力・成績
　多数で低不安 7.9％ 35.2％ 41.2％ 15.8％ 100.0％ 165
0.000　多数で高不安 29.5％ 42.4％ 21.2％ 6.8％ 100.0％ 132
　全体 17.5％ 38.4％ 32.3％ 11.8％ 100.0％ 297
ｃ．進路・進学
　多数で低不安 8.5％ 38.8％ 41.2％ 11.5％ 100.0％ 165
0.000　多数で高不安 33.3％ 34.8％ 25.0％ 6.8％ 100.0％ 132
　全体 19.5％ 37.0％ 34.0％ 9.4％ 100.0％ 297
ｄ．教育費
　多数で低不安 22.4％ 40.0％ 27.3％ 10.3％ 100.0％ 165
0.001　多数で高不安 43.9％ 35.6％ 13.6％ 6.8％ 100.0％ 132
　全体 32.0％ 38.0％ 21.2％ 8.8％ 100.0％ 297
ｅ．非行・交友関係
　多数で低不安 5.5％ 29.9％ 42.7％ 22.0％ 100.0％ 164
0.000　多数で高不安 16.8％ 47.3％ 25.2％ 10.7％ 100.0％ 131
　全体 10.5％ 37.6％ 34.9％ 16.9％ 100.0％ 295
ｆ．食事・栄養
　多数で低不安 2.4％ 14.5％ 43.0％ 40.0％ 100.0％ 165
0.000　多数で高不安 9.8％ 32.6％ 37.9％ 19.7％ 100.0％ 132
　全体 5.7％ 22.6％ 40.7％ 31.0％ 100.0％ 297
ｇ．健康
　多数で低不安 0.0％ 16.4％ 43.6％ 40.0％ 100.0％ 165
0.000　多数で高不安 9.1％ 28.0％ 42.4％ 20.5％ 100.0％ 132
　全体 4.0％ 21.5％ 43.1％ 31.3％ 100.0％ 297
ｈ．衣服・身だしなみ
　多数で低不安 1.2％ 2.4％ 45.5％ 50.9％ 100.0％ 165
0.000　多数で高不安 3.8％ 16.7％ 49.2％ 30.3％ 100.0％ 132
　全体 2.4％ 8.8％ 47.1％ 41.8％ 100.0％ 297
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（3）「友人数が多くても不安度が高い層」の子どもとの協同行為
次に，「友人数が多くても不安度が高い層」の子どもとの関わり方を知るため，協同行為との
クロス集計をおこなった。
その結果，「友人多数高不安」群は「友人多数低不安」群に比べ，「ａ．会話」「ｃ．遊び」「ｅ．
テレビ視聴」の３項目において，協同でおこなう頻度が低いと感じていることがわかった（表18）。
ここで挙がった「会話」「遊び」「テレビ視聴」は，「高年齢でも不安度の高い層」や「子ども
数が多くても不安度の高い層」でも挙がっており，特に日常性の高い項目であると言える。
表18　「友人数比較群」と協同行為
あてはまる どちらかというとあてはまる
どちらかというと
あてはまらない
あてはまら
ない 合計 度数 p
ａ．よく会話をする
　多数で低不安 62.2％ 33.5％ 4.3％ 0.0％ 100.0％ 164
0.000　多数で高不安 40.8％ 46.9％ 12.3％ 0.0％ 100.0％ 130
　全体 52.7％ 39.5％ 7.8％ 0.0％ 100.0％ 294
ｃ．よく遊ぶ
　多数で低不安 27.4％ 42.7％ 26.8％ 3.0％ 100.0％ 164
0.000　多数で高不安 10.0％ 41.5％ 40.0％ 8.5％ 100.0％ 130
　全体 19.7％ 42.2％ 32.7％ 5.4％ 100.0％ 294
ｅ．よく一緒にテレビを見る
　多数で低不安 45.1％ 33.5％ 15.9％ 5.5％ 100.0％ 164
0.007　多数で高不安 30.0％ 46.9％ 21.5％ 1.5％ 100.0％ 130
　全体 38.4％ 39.5％ 18.4％ 3.7％ 100.0％ 294
９．総　　括
ここまで，子育て不安が軽減されるに十分だと思われる条件を満たしながらも，軽減されてい
ない人びとの特性について見てきた。有意差のあった項目を改めてまとめると，表19のとおりと
なる。
本節では，これらの結果も踏まえ，本稿でわかったことをまとめていきたい。
まず，本稿４節においては，子育て不安を軽減する要因として，①年齢を重ねることによる人
生経験の蓄積，②子どもの年齢が上がることや子ども数が増えることによる子育て経験の蓄積，
③そして子育てについて話のできる友人数の多さ，の３つが挙げられることが明らかとなった。
しかしながらその一方で，本稿５～８節からは，①分析対象者の年齢が高くとも，長子の年齢
が低い場合には子育て不安は軽減されにくいこと，②子ども数が多くとも，分析対象者の年齢が
低い場合や幼い子どもがいる場合，子育てについて話のできる友人数が少ない場合には子育て不
安は軽減されにくいこと，そして③どのような子育て不安を軽減する条件があろうとも，会話や
遊び，テレビ視聴といった日常的な行為を子どもとともに行う頻度が少ないと感じている場合に
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は子育て不安は軽減されにくいことがわかった。
また，子育てに関するサポート・ネットワークに関しては，家族員に関しては，「いる」だけ
では不安を軽減するような効果を生まないものの，友人は「いる」だけでも子育て不安の軽減に
役立つことが明らかとなった。とはいえ，友人数が多くとも不安の高い層もやはり一定数存在す
る。しかし基本属性とのクロス集計ではそれらの人々の特徴が顕わにならなかったことを踏まえ
るに，友人数が多くとも不安が軽減されない理由は，その友人数の多さにこそあるのではないか
と推測される。というのも，８節（2）で述べたように，友人数が多いからこそ友人たちと自分
を比較してしまい，不安や悩みの対象も多くなってしまう，ということもありえるからだ。つま
り，数多くいる友人は通常は子育て不安の軽減につながるものの，何かきっかけがあれば一転し
て，むしろ不安を掻き立てる原因にもなってしまうということが考えられる。だが本調査票では
分析対象者と友人との同質性やコミュニケーションのありように配慮した調査項目はなかったた
め，今後の調査においてはそうした項目の設定が必要となるだろう。
最後に，以上の結果を踏まえ，行政の子育て支援策のありようについて述べておきたい。行政
主導の子育て支援策の多くは，乳幼児期の子どもをもつ親を主な対象としており，小中学生のよ
表19　有意差のあった項目
年齢
比較群
子ども数
比較群
友人数
比較群
基本属性
年齢 ○
仕事の有無
　仕事時間
子ども数
長子学齢 ○ ○
末子学齢 ○
配偶者との同別居
世帯構成
友人数 ○
不安対象
ａ．しつけ ○ ○ ○
ｂ．学力・成績 ○ ○ ○
ｃ．進路・進学 ○ ○ ○
ｄ．教育費 ○ ○ ○
ｅ．非行・交友関係 ○ ○ ○
ｆ．食事・栄養 ○ ○ ○
ｇ．健康 ○ ○
ｈ．衣服・身だしなみ ○ ○ ○
協同行為
ａ．会話 ○ ○ ○
ｂ．食事 ○
ｃ．遊び ○ ○ ○
ｄ．勉強
ｅ．テレビ視聴 ○ ○ ○
ｆ．買い物 ○ ○
ｇ．レジャー等
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うに比較的大きくなった子どもをもつ親に対する支援策はほとんどおこなわれていない。だが，
本稿で明らかになったように，子育て経験が十分にあると思われるにもかかわらず，そして子育
てについて話す友人が十分にいると思われるにもかかわらず，子育て不安が軽減されていない層
がいる。今後の子育て支援策にはむしろ，こうした，子育て不安が軽減されうる十分な条件を
もっているにもかかわらず，それでもなお不安が大きい人びとに焦点化した施策が必要となって
くるのではなかろうか。
注
１）論文検索サイト「Cinii Articles」において，「親」and「小学or中学or非行」and「不安or悩
み」で検索をおこなった結果225件がヒットした。そのうち重複43件，一般向け雑誌記事21
件，自然科学分野（医学・建築・環境など）の論文22件，子どもや教員を対象とした調査論
文や相談や支援の技法に重点を置いた論文など本研究の検索意図とは異なるテーマの論文
116件を除き，残った24件について，タイトルや抄録にあらわれるアプローチから判断する
に，臨床心理学系の論文が８本，社会心理学系１本，福祉系３本，教育学系４本，医療・看
護系２本，社会学をベースに親の悩みや不安一般を明らかにする研究論文は７本であった。
２）調査概要の詳細は，淑徳大学コミュニティ政策学部による『平成25年度　社会調査実習報告書　
第２号』（http://www.shukutoku.ac.jp/academics/seisaku/file/h25socialresearch2.pdf）を参照されたい。
３）労働時間は，１日８時間労働を基準として考え，週３日以内で働く場合（＝24時間以下），
週５日以上働く場合（＝40時間以上），週３日より多いが週５日には満たない場合（＝24.5～
39時間）で区切った。なお，「24.5時間」という表記は，ローデータでは「24～25時間」と
記入した人が１名，「22～27時間」と記入した人が１名おり，いずれもデータ入力の便宜上，
中央値をとり「24.5時間」とした。
４）ここでは，「80人」と回答した１名と，「100人」と回答した１名を外れ値とした。
５）本調査では「保護者」に回答をお願いしており，調査対象を親に限定してはいなかった。そ
のため子どもの祖母や叔母など，母親ではない人が回答している場合もあると考えられる。
しかし，世帯構成に関する回答を見るに，親以外の場合はあったとしてもごく少数であると
考え，本稿では便宜的に「保護者」を「母親」と置き換えることとした。
６）ただし本調査においては，小林（2004）における「育児」という言葉はいずれも「子育て」
に置き換えた。
７）本稿におけるクロス集計の統計的な検定はすべてフィッシャーの正確検定（モンテカルロ
法）でおこなった。
８）もちろん，子どもがいるということと子育てを経験しているということは完全にイコールで
はない。しかしながら本稿においては，子どもが身近に存在することで学ぶ事柄や，子ども
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の存在を通して結ばれていく社会関係もあるということを念頭に，子どもの存在があること
と子育て経験を便宜的に同じものとして考えることとした。
９）たとえば，松田（2008）や松田ら（2010）を参照。
10）本研究においては「長子・末子の年齢段階」の高低もまた子育て経験の蓄積のあらわれであ
ると考えたが，「子どもの年齢段階が高くても子育て不安度が高い層」について，このあと
におこなった分析と同様の分析をおこなった結果，「長子の年齢段階」が高い場合であって
も「末子の年齢段階」が高い場合であっても，有意な特徴は何も見出されなかった。この理
由としては以下の２点が考えられる。まず１点目としては，「長子・末子の年齢段階」とい
う変数とは単に子育て期間の長さしかあらわしておらず，「子育て経験」として蓄積されて
いるであろう「何か」をうまく反映する変数ではなかったことが考えられる。そして２点目
としては，「長子・末子の年齢段階」という変数は，きょうだいの組み合わせを考慮しない
変数であることが挙げられる。つまり，例えば，高校生と乳児が同時に存在する家庭の場
合，「長子の年齢段階」と「末子の年齢段階」のいずれか一方だけでは，親の子育て不安を
適切に把握することはできないと思われる。したがって，今後は，きょうだいの組み合わせ
を考慮した分析が求められる。
11） 本研究においては，分析対象者の「年齢」・「長子の年齢段階」・「子ども数」はそれぞれ独立
した変数として扱っているが，一般的には，分析対象者の年齢が高いほど子どもの年齢も
高いことが多く，また，分析対象者の年齢が高いほど子どもが多いことが多いと考えられ
る。しかしながらこの３変数の相関をとったところ，分析対象者の「年齢」と「長子の年齢
段階」は r＝ .545，分析対象者の「年齢」と「子ども数」は r＝ .034，・「長子・末子の年齢段
階」と「子ども数」は r＝ .217であり，「年齢」と「長子の年齢段階」以外では，そこまで強
い相関関係は見られなかった。また，分析対象者の「年齢」・「長子の年齢段階」・「子ども
数」の３変数を独立変数とし，「迷い因子」の因子得点を従属変数とした重回帰分析をおこ
なった結果，R2＝ .04（p＝ .000）とモデルのあてはまりは悪いものの，分析対象者の「年齢」
については１％水準で，「子ども数」については５％水準で，迷い因子との有意な結果が得
られた。これらの結果を踏まえ，本研究においては，分析対象者の「年齢」・「長子の年齢段
階」・「子ども数」の３変数は独立した変数として扱っても問題はないと判断した。
12） 子どもが複数いる場合には，調査票を持ち帰った子どもについて回答してもらった。そのた
め，子育て不安の対象が特定の子どもに対するものである場合で，かつ，その子どもが調査
票を持ち帰った子どもとは別の子どもであった場合には，ズレが生じることとなる。とはい
え，本調査票において，これ以外に分析対象者と子どもとの関わりについて質問する項目は
なかったため，本項目を用いることとした。
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Factors Surrounding Child-Rearing Anxiety of Mothers Who Have 
Children of Elementary and Junior High School Age
Mai SATO
 The purpose of this study is to clarify the factors of worries and anxiety of mothers who have 
children of elementary and junior high school age, and to investigate the characteristics of people who have 
grave anxiety despite conditions which would indicate to the countrary.
 Our results were as follows.
 First, child-rearing anxiety decreases with advancing age of mother or children, and with 
increasing number of children. But child-rearing anxiety remains high under given conditions in which the 
age gap between the mother and her child is wide, in which mother is young and her children are babies or 
toddlers, and in which the mother does not have enough friends with whom she can talk about  child-
rearing.
 In reference to child-rearing anxiety and social support, the mothers’ anxiety is not decreased 
when the mother lives with family members, however on the other hand friends can decrease mother’s 
anxiety just by being there.
Keywords:  child-rearing anxiety, experience in raising children, social support, mother who have children of 
elementary and junior high school age
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